


　始めに、４月30日に３年振りに地区年次大会を開催できました事、332－E地区内
1,713名のメンバーと共に心より喜びたいと思います。諸手を挙げて開催できるような
状況ではなかった中、どんな形でも―なにがなんでも開催する―の強い思いは、大会
テーマでもある“今こそ示そうライオンズの底力を”を具体的に形にしたかったから
です。私の強い思いとして120％のコロナ感染対策、120％の参加メンバーに対する
“おもてなし”を年次大会実行委員会の皆様と共有して全て完璧に達成することがで
きました。本当にご苦労様でした。おかげ様で参加者からは“記憶に残る天童大会”
だったと評価いただいている様です。本当にありがとうございました。
　今年度については、少なからずコロナに翻弄された一年でありました。私自身ガバ
ナーとして一度も海外大会・研修に参加できなかった稀有のガバナーとなってしまい
ました。
　しかしながら、予定された事業は、時に時期をずらし、又規模を調整しながら、皆
様から格別の配慮をいただいて執行する事ができました。
　地区内１リジョン８ゾーンの公式訪問―時にはリモートを駆使してのZC会議―そし
て、キャビネットの各委員会事業―環境がこれ程激変している今、ライオンズという
コップの内でしか通用しなくなってきた事は“A・Ｂ・Ｃでウィサーブ”勇気を持って
変えていこうと言い続けてきました。332－Ｅ地区内の皆様には“自分達のクラブは今
のままでいいのか？”“我々のアクティビティはマンネリ化していないか？”幾分で
も一考いただけたのではないでしょうか？
　「LCIFキャンペーン100」についてもメンバーの皆様には大変な環境の中で、目標額
13万ドルを見事に達成していただきました。野川地区LCIFコーディネーターはじめ各
ゾーン・チェアパーソンの皆様、52クラブ三役の皆様が、メンバーひとりひとりに丁
寧にご説明いただいた結果だと心より感謝しております。LCIFはライオンズとして世
界のニーズに応える為の事業により多くの交付金を安定して提供できる財団となる事
が究極の目標です。今後もLCIFへの理解を醸成していきたいと思います。
　最後に、今ライオンズクラブは存亡の危機と表現される方もおります。しかし、こ
のコロナ禍で自分の仕事や生活もままならない中“地域の人々の事を考えてくれてい
る”多くのメンバーとの出会いがありました。
　６月30日を以って、地区ガバナーの任期を終えますが、今後は“A・B・Cでウィ
サーブ”をそんなメンバーと一緒に具現化し続けていきたいと思います。332－E地区
内1,713名のメンバー全員のご健勝を祈念し、御礼の挨拶といたします。
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一年を振り返って
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　４月30日開催されました第68回年次大会におきまして次期ガバナーに選出していただき誠にあり
がとうございました。大変光栄であり身の引き締まる思いであります。
　昨年は、佐野ガバナーの元、第一副地区ガバナーとして西村第二副地区ガバナーとともにガバ
ナーチームとして活動させていただきました。一昨年11月より新型コロナ感染症のパンデミックが
起こり、世界中の政治経済が大打撃を受け、我々も非日常的生活を強いられております。ライオン
ズクラブの活動も制限を受け、様々な会合や研修会も中止となりました。今年の２月に米国イリノ
イ州シカゴで開催予定でした第一副地区ガバナーが受ける予定の第一副地区ガバナー／ガバナーエ
レクトセミナーも中止となり、代わりにネットによる研修となってしまいました。この研修の目的
は、自らの責任を理解し、運営管理及びリーダーシップの技能を磨き上げられるよう、その意欲を
喚起し、私たちの使命である『ウィ・サーブ』への積極的な献身を促すことです。
　次年度からGMA（グローバル・メンバーシップ・アプローチ）というプログラムが開始されま
す。これは、世界中においてライオンズクラブ会員数の減少が見られ、これを打開すべく行われる
会員増強プログラムです。このプログラムを各クラブにおいて行い、仲間を増やし、より良いより
大きな奉仕を行えるものと思っております。
　今年度は２年ぶりに年次大会も開催され、佐野ガバナーはじめ実行委員の方々は大変ご苦労され
たものと思われます。本当にご苦労様でした。
　これからは、コロナウイルスの脅威も低下し、徐々に地域への奉仕活動も広げていけるものと思
われます。地域ニーズに応え、地域に求められている奉仕をみなさまと一緒に行っていきたいと思
いますのでご協力よろしくお願いいたします。

コロナ禍の中 一年を振り返って

　2021年６月、長井の地でガバナーキーの引継ぎが行われました。その際に地区役員皆様の前で、
初めて次期第二副地区ガバナー予定者としてご挨拶したのを思い出しております。佐野宏美ガバ
ナーチームの一員として、第二副地区ガバナー職と併せ、地区LCIF副コーディネーター、複合地区
ではGMT副コーディネーターと中期改革委員会委員の要職をお預かりさせて頂きました。
　複合地区の研修では、経験豊富な元地区ガバナーを講師に示唆に富んだセミナーや、LCIF・
GMT等対面やWEBでのハイブリッドなセミナーや会議が開催され、「学ぶこと」その情報をライ
オンの皆様に「伝えること」の重要性を改めて認識いたしました。寒河江臥龍LCの「地区コーディ
ネーターよりLCIFを学ぶ」例会では、講師としてお招きいただき、さくらんぼ共生園さんとの30年
にわたる交流やLCIFを活用した４回の支援を学ぶとともに、寄付金100％が奉仕活動に充てられる
LCIFは世界一クリーンで、世界の人々の大きな支えとなっている財団であることをお伝えさせて頂
きました。各地でのガバナー公式訪問では、佐野ガバナーのクラブファースト・メンバーファース
トの熱い思いを共有し、各クラブの抱える課題や奉仕活動の取組を生の声で聴くことはとても貴重
な経験となりました。また、５月にLCIFキャンペーン100の13万ドル目標達成の報告を受けたとき
は、地区内メンバーの奉仕の精神と友情に、有難く、感謝の思いがあふれました。
　出来るだけ多くのメンバーと交流を図り、お顔と名前が一致するようにしたい、そんな目標も掲
げましたがなかなか一朝一夕では叶いません。来期も引き続き多くのメンバーと交流を図り、次期
吾妻正章ガバナーの方針に則り、ライオンズ活動に邁進して参ります。ライオンの皆様よりご指導
賜りますようよろしくお願い致します。
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　昨年の９月に準備委員会を立ち上げて、10 月から実
行委員会、正副部会長会議を幾度となく開催、又各部会

（総務部会、代議員部会、式典部会、祝宴部会）におい
ては数え切れない程の綿密な打ち合わせを行いました。
　県内の新規コロナ感染者数を注視し一喜一憂しなが
ら、佐野ガバナーに年次大会を開催すべきか否かを尋
ねると、『大丈夫だー』県内で 280 人感染してもぶれず
に『大丈夫だー』まさしく楽天家でした。今まで佐野
ガバナーの『大丈夫だー』に苦い経験をしたのは私だ
けではありません。しかし今回の開催判断における『大
丈夫だー』は稀にみる英断だと思っております。コロ
ナ禍で、他団体が各種大会を中止決定する中、感染防
止対策を徹底し、メンバーの安全安心を第一に大会運
営の指針となる素晴らしいリーダーシップを発揮して
頂きました。
　選挙会、代議員総会、分科会は中止せざるを得ない
状況でしたが、式典、ガバナー晩餐会は予定通りに開
催することができ安堵しているところです。しかしな
がら初めての大会主管ということで至らぬ点、不行き
届きの点多々あったかと思いますが、ご友情に免じま
してご容赦頂きたいと思います。
　またこうして年次大会を無事開催できましたのは、
ホストクラブとしてご協力を頂きました天童ライオン
ズクラブ、天童王将ライオンズクラブ、天童舞鶴ライ
オンズクラブ、そして天童もみじライオンズクラブの
皆様の温かい御尽力と会場運営にご協力を頂きました
天童市民文化会館、天童ホテルのスタッフ皆様のお陰
と深く感謝致しております。
　結びに、天童中央ライオンズクラブ設立 25 周年を翌
年に控え、全メンバーが一致団結し、気概をもって行
動し、成し遂げたことは今後のクラブ運営、奉仕活動
にかけがえのない財産になりました。これを機に尚一
層の努力精進をお誓い申し上げると共に、大会に参加
頂きました皆様、そして人数制限のために参加出来な
かった地区内メンバーの皆様の今後益々の御活躍と御
健勝を御祈念し御礼の言葉とさせて頂きます。

　まずは第 68 回地区年次大会の開催にあたり、全ての関
係各位に厚く御礼申し上げます。去る令和４年４月 30 日、
あたたかな春の陽射しの中で、無事に開催できましたこと
を心より嬉しく存じます。
　思えば昨年に実行委員会が立ち上がり、大会委員長の担
いを受けて以降、数奇にも県内の感染者数は増加の一途を
辿り、一日の新規感染者数が 200 人を超える日が続きまし
た。全国的にも未だ“感染対策のため”と大小様々な催し
が自粛され続けている中で、「この状況下で開催して大丈
夫だろうか」と苦悩し続ける日々。しかし、佐野地区ガバ
ナーが掲げるガバナーテーマ「A・B・C でウィサーブ」

“All Better Change”＝全てをより良く変える勇気を持つと
いう決意を胸に集った仲間と共に、「新型コロナウイルス
に対し、いつまでも“自粛”の一手に甘んじていてなるも
のか」「コロナという魔物に、いつまでも日常を奪われて
いてなるものか」と強い気持ちで一致団結し、約２年ぶり
となる地区大会の開催という、勇気ある一歩を踏み出すこ
とが出来ました。
　万全な感染対策の為、当初よりも大幅に縮小した規模で
の開催とはなりましたが、ご参列いただいた皆様にもご満足
いただけた大会になったのではないかと思っております。
　これもひとえに、大会開催にあたり鋭意努力いただきま
した専門部会及びホストクラブ各位、キャビネット事務局
各位のご尽力の賜物と存じます。刻一刻と変化する状況に
対応すべく、直前まで変更・変更・変更の嵐、幾度となく
重ねたリハーサルと打ち合わせに、寝食を忘れて奔走した
日々。困難にあってもなお諦めず知恵と工夫を凝らし、大
会を成功へと導いてくださった皆様、ご協力いただきまし
た関係各所の皆様に、改めて衷心より拝謝申し上げます。
また、大会委員長として至らぬ点が多々ありましたこと、
深甚よりお詫び申し上げます。
　結びとなりますが、大会にご参加いただきました皆様、
感染対策の為お招き出来なかったメンバーの方々全ての皆
様の、今後一層のご健勝とご多幸、並びに新型コロナウイ
ルスの一日も早い収束を心からお祈り申し上げ、御礼の言
葉とさせていただきます。
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ズクラブ国際大会は、世界規模のコロナウイルス感染症拡大が原因となり、ライオンズク
ラブ国際協会初のバーチャル開催でのガバナー就任となりました。
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パーソンのもとに52クラブの会長はじめクラブ三役、各メンバーの皆様には特段のご理
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皆様には高い意識を持続いただき、目標としている13万ドルまであと一息です。加えて会
員増強についても例年以上の頑張りで各クラブ純増プラス１名に向けて懸命にご努力いた
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　私事ですが、毎朝新聞を見るのがとても楽しみにしている自分がいます。
　なぜか？それは連日県内52クラブの皆様が何かしらのアクティビティをこのコロナ禍の
中で行ってくれている記事を拝見する事ができるからです。これだけのアクションを起こ
している団体は他にはありません。この環境下で、自分の仕事、生活さえままならない
中、“地域の人の事を考えてくれている”メンバー一人一人に頭が下がります。心からの
感謝とライオンズのすばらしさを称え、今後の皆様のご活躍をご祈念申し上げ、ご挨拶と
いたします。
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　山形紅花ライオンズクラブは、1982年に山形千歳ライオ
ンズクラブのスポンサーにより、日本で2576番目、山形県
においては42番目のクラブとして結成されました。そして
今年度、結成40周年の節目を迎えることができました。40
周年記念アクティビティとして、山形市にベビーケアルー
ム「mamaro」を寄贈し、山形テルサ１階に設置しました。
そして、2021年12月10日に山形市役所で贈呈式を行いまし
た。このベビーケアルーム「mamaro」は、現在、山形テル
サを訪れる多くの市民に利用していただいています。ま
た、2022年４月10日、ベル・ブランシェ山形において、山
形市長、佐野ガバナーほかキャビネット役員、地区名誉顧
問、スポンサークラブ、ブラザークラブ等多くの方々を来
賓としてお迎えし、結成40周年記念式典を開催しました。
式典後は、ささやかながら祝宴を催しました。新型コロナ
ウイルスの感染が終息しない中で、記念式典・祝宴の開催
の可否については、ぎりぎりまで検討を重ねました。そし
て最終的に、感染防止対策を万全にすることで何とか開催
することができました。関係各位に感謝致します。

山形蔵王ライオンズクラブ結成60周年を迎えて山形蔵王ライオンズクラブ結成60周年を迎えて

山形紅花ライオンズクラブ結成40周年を迎えて山形紅花ライオンズクラブ結成40周年を迎えて

Ｌ.五十嵐 祐子 Ｌ.伊 藤 明 彦

Ｌ.尾 﨑　  良

Ｌ.安孫子 英彦

　立冬が過ぎ、そろそろ冬の足音がきこえてくる令和３年11月16日（火）
山形グランドホテルにて山形蔵王ライオンズクラブ結成60周年記念式典を
挙行いたしました。
　当クラブの会員でもあります山形市長佐藤孝弘様、スポンサーク
ラブの山形ライオンズクラブ会長L.栗原忠直のご臨席を賜り、厳粛に
開催することができましたことに改めて感謝申し上げます。
　当クラブは、1962年11月９日（昭和37年）に山形ライオンズクラ
ブをスポンサークラブとして日本で第494番目のクラブ、東北地方で
第28番目のクラブ、山形県では第２番目のクラブとして結成されま
した。以来60年、会員の弛まざる努力と、「ウィサーブ」の精神の
下、地域社会の人々と共に社会奉仕活動に精進して参りました。
　このたび継続事業に加えて、60周年記念事業として二つのアク
ティビティを行いました。一つ目はコロナ禍により対面型の奉仕活
動が難しい状況下にあるため、新型コロナウイルス感染症対策に役立てて
もらおうと、市に60万円寄付し、感染予防策に活用してもらうことに致し
ました。二つ目は「LCIFキャンペーン100」最後のキャンペーンとしてメ
ンバー全員の『LCIF100ドル献金』を行うことにしました。
　今後も更なるライオニズムの高揚に努め、地域社会の皆様方から期待さ
れ、そしてさらに貢献できるクラブ創りに邁進して参りたい、会員一同さ
らに新たな歴史を刻んで参りたい。このように祈念しておりますので、皆
様方のなお一層のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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　長井市内小学校 6校の
　　図書購入費用として計 30 万円を寄贈
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　令和４年５月14日（土）長井市のタスパークホテルにて、長
井ライオンズクラブ結成55周年記念例会を執り行いま
した。当クラブは米沢ライオンズクラブのスポンサー
により1967年（昭和42年）３月26日に結成、同年８月
27日に認証状が授与され、日本順位で1188番目のライ
オンズクラブとして誕生いたしました。
　この記念事業を盛大に行いたかったのですが、昨今
のコロナ感染状況を鑑み、シンプルイベントとさせて
いただきました。記念例会はキャビネット三役、長井
市副市長、当クラブがスポンサーをした飯豊LC、白鷹
LCの両会長をお迎えし、長井のクラブ員38名参加のも
と行い、記念アクティビティは、長井市教育委員会に市内小学
校６校の図書購入費用として、計30万円を寄贈することとし、
記念例会にご臨席いただいた長井市副市長に目録をお渡ししま
した。終了後、記念祝賀会を予定しておりましたがやむなく中
止としました。今後もライオニズムのもと更なる精進を兼ね、
地域に根ざした奉仕活動を続けてまいりたいと思います。これ
からも皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申
し上げます。

米沢中央ライオンズクラブ結成55周年を迎えて米沢中央ライオンズクラブ結成55周年を迎えて

長井ライオンズクラブ結成55周年を迎えて長井ライオンズクラブ結成55周年を迎えて

　米沢市サッカー協会へ資材用倉庫の寄贈と
　　　　　　　　　ワンデーサッカー大会の開催

Ｌ.鈴 木 康 浩

Ｌ.廣 居  　誠

Ｌ.増 田 源 幸

　1967年２月に発足した、当クラブも今年度55周年を迎え、周年記念
事業として米沢市サッカー協会への備品保管プレハブの寄贈とワン
デーサッカー大会を行いました。少子高齢化である時代背景を踏ま
え、次の世代へも引き継がれる事業。また、その事業を通じて若い世
代の活性化や地域社会と繋がるアクティビティは何かと模索した中で
の記念事業になりました。
　サッカーという団体競技の中で各チーム共有の備品や器具の管理は
単一チームではできない面もあり、また共同の持ち場を持つことで子
供たちに道具やユニフォーム等の物の有難さを感じてもらえる機会に
もなり、教育面も含め大いに役立つものと考えて行った事業でもあり
ます。
　人間関係の構築がより難しくなってきた昨今、青少年の教育に幾分
でも貢献できるものではないかと思った次第です。今春の大会を通じ
ても有効に使用いただいているという声を聞かせて頂いており子供た
ちの成長につながるアクティビティになったかと思います。
　今後もサッカーのワンデーマッチは当クラブの通年事業として検
討、模索しながら社会貢献に努めていきたいと考えております。
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　天童王将ライオンズクラブは、３月27日（日）に
結成40周年を迎えることが出来ました。ほほえみの
宿滝の湯で開催した記念式典には山本天童市長、野
川天童商工会議所会頭を始めとする来賓の皆様、地
区ガバナーL.佐野宏美、キャビネット役員、姉妹
クラブであるいわき東ライオンズクラブ、ブラザー
クラブ関係者の皆様からご出席を頂きました。
　当初、新型コロナウイルス禍の中で、40周年記念
式典を開催する事を最後まで悩みましたが、感染対
策を万全にして、ご招待者も極力絞り、何よりもコ
ロナには絶対負けないという強い意志を全員が持っ
て、40周年記念式典を開催するに至りました。
　御出席頂きました皆様には、感染対策にご協力を
頂き、お陰様で滞りなく記念式典・祝賀会を開催す
ることが出来ましたこと、心より感謝申し上げま
す。参加して頂きました方々から、本当に印象に残
る記念式典であったというお言葉を頂き開催して良
かったと今更ながら思っております。
　去年の11月には、結成40周年記念事業の一環とし
て、舞鶴山の「天童公園もみじ園」にシンボルとな
る樹齢60年、高さ７ｍの「イロハモミジ」を寄贈致
しました。当天童王将ライオンズクラブにとりまし
ても誠に光栄なことでもあり、これから長年にわた
り天童市のシンボルとして、市民の皆様にも愛され
続ける事を願っております。

高畠ライオンズクラブ結成55周年を迎えて高畠ライオンズクラブ結成55周年を迎えて

天童王将ライオンズクラブ結成40周年を迎えて天童王将ライオンズクラブ結成40周年を迎えて
　天童公園もみじ園にイロハモミジの寄贈

Ｌ.井 田 洋 志

Ｌ.八 木  　孝

Ｌ.菊地 政悟郎

　密を避け、ソーシャルディスタンスの確保を感染
予防の最優先とする生活は、ライオンズクラブの奉
仕活動を行う上での最大の障害でもあります。
　記念式典は新しい生活様式に従い、例会の中で
簡素に行わざるを得ませんでした。（2022/04/20
開催）
　そんな中、記念事業を一言で言えば、今後とも避
けることのできないウイルスとの共存の中、安全で
安心して生活できる環境を整備するための３事業
です。
　その一つが救急搬送時の隊員の２次感染防止のた
めのアイソレーター４台の贈呈です。そして二つ目
は、町内小学校の洗面所の水道蛇口のレバーハンド
ルへの交換により手洗い後の再汚染を防ぎ、クラス
ター発生を防ぐ事業です。三つ目は、コロナ禍の中
で制約を受けながら学校生活をしている中学校の生
徒に対して、予想もしない困難に遭いながらも障害
を克服し自分らしく目標に向かって活動をしている
先輩の講演会を企画しました。
　私たちは、今後も制約の多い生活の中でも、今な
すべき奉仕活動を実行するための最善の方策を見つ
け、必要とされる方々への活動を続けてまいりたい
と思います。
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先輩の講演会を企画しました。
　私たちは、今後も制約の多い生活の中でも、今な
すべき奉仕活動を実行するための最善の方策を見つ
け、必要とされる方々への活動を続けてまいりたい
と思います。
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　天童もみじライオンズクラブでは、20周年記念アク
ティビティとして、天童市立天童北部小学校にステー
ジで使用される、バック幕を贈呈させていただきま
す。同小学校にて例年の活動として、喫煙防止、薬物
乱用防止教室を開催、協賛してまいりましたが、昨年
にも12月９日に５年生を対象に「たばこと私たちの身
体」６年生を対象に「薬物の恐ろしさについて」の内
容にて、講師の方々にお話しいただき、教室を開催致
しました。この取り組みは、私共ライオンズクラブ会
員だけでなく、全世界の願いだと思いますが、当クラ
ブにとっても大事な一事業として、毎年の活動となり
ました。この教室でのご縁を機に、天童北部小学校の
子供たちのために、我々、天童もみじライオンズクラ
ブで何か他にご支援出来ることはありませんか？との
お声がけさせていただいた事から、今回の体育館のス
テージで使用されるバック幕の贈呈となりました。今
後もこの活動だけでなく、地域に根差した奉仕活動、
そして、未来ある子供たちのために、小さなことでも
取り組んで参りたいと思います。

天童舞鶴ライオンズクラブ結成30周年を迎えて天童舞鶴ライオンズクラブ結成30周年を迎えて

天童もみじライオンズクラブ結成20周年を迎えて天童もみじライオンズクラブ結成20周年を迎えて

Ｌ.斎 藤 俊 之

Ｌ.村 形 洋 二

　天童舞鶴ライオンズクラブは1993年３月に結成し、今
年で30周年を迎えることになりました。これもひとえ
に、スポンサークラブの天童王将ライオンズクラブの皆
様のご支援の賜物と、心から御礼申し上げます。
　また、常日頃よりご指導ご協力いただいております、
ライオンズクラブ国際協会332－E地区ガバナーL.佐野宏
美をはじめとするブラザークラブの皆様方に重ねて御礼
申し上げます。
　当クラブは、障がい者支援施設との交流、地域の清掃
活動、献血活動などを中心とし、地域の皆様のお力添え
をいただきメンバーひとりひとりの絆をモットーとして
事業を推進してまいりました。結成30周年の記念事業と
して、『ブルーペイント大作戦in舞鶴山』と題しまして
天童公園駐車場に３台分の障がい者用の駐車場のペイン
トをおこないました。障がい者の方々が利用しやすい環
境になればと思っております。これからも、地域貢献に
繋がる社会活動を継続していきたいと思います。
　新型コロナウイルスが、なかなか収束が見えない中で
の記念式典のみの開催となりましたが、天童市出身のピア
ニスト、近藤亜由良さんのピアノの生演奏を聴きながら、
結成30周年の記念式典をおこなうことができました。
　ご出席いただきました皆様、誠にありがとうございま
した。
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　去る６月11日、酒田市ル・ポットフーにおいて我々酒田
シーサイドLCの20周年記念式典が、矢口酒田市副市長を始
めとするご来賓や吾妻第一副地区ガバナー始め地区内の多
数のメンバーにご臨席頂き執り行われました。
　当クラブの10周年は東日本大震災の影響で開催を見送
り、また今回もコロナ禍の中で開催を危ぶむ声もありまし
たが、関係各所のご協力により無事開催にこぎつけること
ができました。
　この20年間、クラブ運営において様々な困難をメンバー
とともに乗り越えてきたことを思い起こすと、私もチャー
ターメンバーの一人として感慨深くあります。
　懇親会も地元バンドの演奏や当クラブに所縁ある方々か
らの話を頂くなど大変に和やかな雰囲気で行われ（和やか
にも程があるという意見もありましたが）コロナ以前は普
通に行われてきたこのような交流、ふれあいの場がいかに
貴重な場であったか、ということを今更ながら感じさせて
くれるものでした。
　当クラブは平均年齢40代中盤と、まだまだ先は長そうで
す。30周年、40周年と息の長い活動とクラブ運営を続けら
れるよう、メンバー一丸となって精進して参りますので、
皆様のご指導を今後ともお願い致します。

大石田ライオンズクラブ結成50周年を迎えて大石田ライオンズクラブ結成50周年を迎えて

酒田シーサイドライオンズクラブ結成20周年を迎えて酒田シーサイドライオンズクラブ結成20周年を迎えて

Ｌ.遠 藤 史 夫

Ｌ.庄 司 正 彦

Ｌ.池 田 大 輔 Ｌ.洪　  八 満

　大石田LCチャーターナイト50周年につきましては、
吉村山形県知事・村岡大石田町長・佐野332－E地区ガバ
ナー・スポンサークラブの青柳村山LC会長皆様よりご
祝辞の寄稿をいただいたことに、感謝申し上げます。
　本来ですと、50周年記念式典と祝賀会を、各界のご来
賓の方々始め、キャビネット役員、並びに多くのブラ
ザークラブのご臨席を賜り挙行する予定でしたが、新型
コロナ感染症拡大の影響により、「祝う会」として、内
輪だけで、記念祝賀会をさせていただきました。
　記念事業につきましては、「ライオンズの灯り」とし
て、町民交流センター「虹のプラザ」に街路灯を設置す
ることにしました。現在、設置の工事中ですが、まもな
く完成の予定です。
　「虹のプラザ」は、多目的ホール・図書館・会議室を
備え、子育て支援センター・保健センター・社会福祉協
議会・中央公民館としての多目的施設として利用してい
ます。多くの町民が集うこの場所で「ライオンズの灯
り」が町を照らすシンボルになってくれることを願って
います。
　今後、大石田LC会員一同、50周年を契機として、100
周年に向かって、世代を繋いで、地域発展のために積極
的な奉仕活動に精進してまいります。皆々様方のご支援
とご協力をお願い致します。



15

　当クラブにおきましては、前会長のもと
（2020～2021）の中で結成50周年記念式典
並びに記念事業について検討してまいりま
した。皆様もご承知のように新型コロナウ
イルス感染症の蔓延により式典のほうは出
来ないだろうとのことで中止とし、記念事
業について検討を進めてまいりました。そ
の中で、30年前（1992年４月）に、結成20
周年記念事業の時に、現在の『いろり火の
里　田田の宿』駐車場北側に寄贈した時計
塔が老朽化のため数年前に撤去されたこと
により、屋外での時間を知ることが出来な
くなり不便を感じていた中、なの花ホール
東側の『かっぱつ広場』が芝生に整備され
たことにより、各種イベントの開催・老人
クラブ等のグラウンドゴルフの練習や競技
大会等が盛んに行われる状況をふまえ、
2021年１月22日、この場に屋外時計を寄贈
いたしました。
　今後とも三川ライオンズクラブは、地域
社会に貢献できるクラブ創りに邁進して参
りたいと思っておりますので、皆様方の尚
一層のご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申
し上げます。

三川ライオンズクラブ結成50周年を迎えて三川ライオンズクラブ結成50周年を迎えて

Ｌ.熊 田 洋 勝

新庄もみの木ライオンズクラブ
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　大正４年（1915）東村山郡干布村（現在の天童市上荻野戸）に生
まれる。本名忠市。生家が地主だった今野は、自宅に絵があり絵に親し
んでいたので小学校に通っていた頃から絵が得意だった。家の事情も
あり進学を断念し、画家を志すようになる。
　
　昭和８年（1933）上京し、本格的に日本画の修行に入る。昭和15
年（1940）郷倉千靭に師事し画塾草樹社に入塾する。同年、再興第
27回院展に初出展し初入選を果たす。今野忠一、日本画壇へのデ
ビューである。
　
　次の入選は戦後の昭和21年（1946）であった。画号を忠一に改め
る。戦後、日本画を含む日本文化全般が否定されていた時代の中、今
野は日本画家として歩むことを選んだ。
　
　日本画家として生きるだけならば、先達がつけた道をただ歩むことも
可能だったが、敢えて自らが先達となり、新しい日本画表現を目指し、厳
しい批評を受けながら制作を続けた。
　
　平成2年（1990）天童市美術館が開館し、今野忠一記念室が設け
られる。平成18年（2006）享年91歳でその生涯を終える。
　天童市名誉市民。

～自然観想にいきる～

今野忠一（撮影　執行季信）

今野忠一（平成 2年秋
天童市長室にて）


